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筆者がリーダーをつとめる国立国語研究所共同研究プロジェクト共同利用型共同研究
(A)「中国の文字改革期における異体字の諸相」(メンバー: 上地宏一・守岡知彦、コーディ
ネータ: 高田智和)では、日本の常用漢字字体と、中国の通用規範字体との間の差が、ど
のように生じてきたのかを探っている。
研究の一環として、われわれは、国立国語研究所研究資料室収蔵資料 fo0065「漢字の
字体に関する基礎的研究: 中国の文字改革」[1]を開けてみた。新聞の切り抜きが資料の大
半を占めていたが、中に手書きの異体字カード数百枚が入っていた。どうも、村尾力が
「中国の文字改革に関する調査」[2][3]に際し、『學文化字典』『字庫』『五用新辭典』の異体
字を集めたもののようだ。ただし、村尾は 1961年 9月 20日に死去しており、作業が途
中で途切れているようだった。
　村尾のアプローチは、われわれに近い問
題意識を持っているように見える。とりあ
えず村尾の遺志を継いで『字庫』の異体字
一覧を作ってみることにした。ただ、さす
がに今さら異体字カードを手書きするのは
大変なので、国立国語研究所図書室の『字
庫』(建新出版社、1953年3月第8版)の本文
画像 (右図に 1ページ目を示す)から、異体
字見出し 220字を切り出しつつ、420～452
ページの異體字表 2263字と比較してみるこ
とにした。
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[1]https://rmr.ninjal.ac.jp/materials/fo0065/
[2]村尾力: 中国の文字改革に関する調査,国立国語研究所年報, No.10 (1960年 2月), pp.186-193.
[3]村尾力: 中国の文字改革に関する調査,国立国語研究所年報, No.11 (1960年 10月), pp.166-171.
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考察
『字庫』の異體字表は、本文とは別に編集されたらしく、重なりがほとんどない。筆
者が見つけた重なりは、以下の 8字だけである。

• 「厂」(厂部・二畫・U+5382)
本文では「庵」と同字、異體字表では「廠」
の簡略字となっており、矛盾しているように
見える。

• 「广」(广部・三畫・U+5E7F)
本文では「庵」の簡略字、異體字表では「慶」
の簡略字となっており、矛盾しているように
見える。

• 「朴」(木部・六畫・U+6734)
本文では「樸」と同字、異體字表では「樸」
の通用字となっており、多少の齟齬がある。

• 「　汙」(水部・六畫・U+6C59)
本文では「窪」と同字・「紆」と同字、異體
字表では「紆」の通用字・「　污」と同字、と
いう複雑な関係になっており、矛盾している
ように見える。

• 「糸」(糸部・六畫・U+7CF8)
本文では「絲」の簡略字、異體字表では「絲」
の簡略字になっており、特に齟齬や矛盾はな
い。



• 「葯」(艸部・十二畫・U+846F)
本文では「藥」と同字、異體字表では「藥」と
同字になっており、特に齟齬や矛盾はない。

• 「　袜」(衣部・十畫・U+889C)
本文では「襪」と同字、異體字表では「襪」
と同字になっており、字形には多少の違いが
あるものの、特に矛盾はない。

• 「鬥」(鬥部・十畫・U+9B25)
本文では「　鬭」と同字、異體字表では「　鬬」
の本字になっており、多少の齟齬がある。

では、重なっていない異体字は、どういう特徴があるのか。当日の発表に期待されたい。


